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Moneytree 取込において、取引明細に「複合仕訳」を割り当てることができるようになります。 

リリース日：2018 年 6 月 6 日(水)

Moneytree 取込の複合仕訳対応 

活用パターン 「借入金の返済」

［返済］51,879 円 

※銀行明細は１本だが、金額の一部は支払利息という取引 

借入金  50,000 / 普通預金  51,879 

支払利息  1,879 / 

※複合仕訳として取込。ルール化により毎回適用することが可能。 

[F7 複合仕訳]機能により、Moneytree から同期・取得した 1つの取引明細に対し、2行以上の仕

訳（＝複合仕訳）を割り当てることができます。 

Ｍｏｎｅｙｔｒｅｅ取込 
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(1) 複合仕訳を割り当てたい取引にカー

ソルがある状態で[F7 複合仕訳]キ

ーをクリックします。 

[F7]ではなく、マネーツリー情報部分（左側

の青く表示されている部分）のダブルクリック

でもかまいません。 

(2) サブ画面が起動しますので、勘定科

目などの仕訳情報を設定し、貸借差

額が生じないように金額を入力しま

す。

(3) 画面右上の「ルール化」「取込」の

いずれか、あるいは双方にチェック

を入れ[F2 登録]をクリックしま

す。 

「取込」にチェックがある場合は、[F2 登録]

を実行した時点で仕訳が作成されます。

Moneytree 取込の複合仕訳対応 

１ 取り込みの手順 
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Moneytree 取込の複合仕訳対応 

他の取引明細との同時取込は不可 

複合仕訳設定サブ画面（[F7 複合仕訳]）では、１つの取引

明細ごとに仕訳を設定します。 

仕訳を設定し、［取込］→［F2 登録］を行った時点で仕訳と

して登録されます。 

複合仕訳設定サブ画面で［取込］→［F2 登録］を実行した

取引明細は、“取込済”となり取得画面の一覧には表示され

ません。 
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(1) ［変換ルール設定］ボタンをクリッ

クします。 

取込時に［ルール化］をチェックした取引が

表示されます。 

(2) 変更をしたい取引にカーソルがある

状態で[F7 複合仕訳]をクリックし

ます。 

複合仕訳の変換ルールは、適用欄に「複

合仕訳参照」と表示されています。

(3) ルール化された複合仕訳取引が表示

されますので、内容を修正し[F2 登

録]をクリックします。 

Moneytree 取込の複合仕訳対応 

２ 複合仕訳の変換ルール設定 
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Moneytree 取込の複合仕訳対応 

固定金額の設定

変換ルール設定の複合仕訳設定サブ画面において金額および消費税額を登録してお

くことが可能です。 

ただし、取引明細の元となる科目（グレー表示の科目）においては金額登録を行うこ

とはできません。 

Moneytree の同期結果と PBS 変換ルールの間に生じた貸借差額は自動調整されません。 

金額を調整した上で取込を完了して下さい。 

なお、この取込画面で追加変更した金額は「変換ルール設定」には反映されません。 

＜取込時＞ 
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Moneytree 取込の複合仕訳対応 

３ その他改修項目 

［取込全選択］ボタン 

変換ルール絞込表示 

取得画面の右上［取込全選択］［取込全解除］ボタンにより、表示された取引明

細に対し一括で【取込】欄のチェックを制御することができます。 

※ 従前の［ルール化全選択］［ルール化全解除］ボタンは廃止となります。 

変換ルール設定サブ画面において「複合仕訳のみ」「MT 判定取引内容」による絞

り込み表示ができます。 

「MT 判定取引内容」は文字列による絞り込みとなります。 

※ 従前の［変換対象全選択］ボタンは廃止となります。


